
陶
集
偽
作
説
小
考

宇
賀
神

秀

は
じ
め
に

北
斉
の
陽
休
之
は
、
陶
淵
明
の
別
集
で
あ
る
八
巻
本
と
六
巻
本
、
十
粛
統
本
が
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
憂
え
て
い
た
。

陽
休

ウ
八、一一

「
陶
潜
集
序
録
」

に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

5

其

集

先

有

同
本

干

世

一
本
八
巻
無
序
。

本
六
巻
井
序
回
、

編
比
顛
乱
、
兼
復
関
少
。
蒲
統
所
撰
八
巻
、

合
序
回
伝
謀
、

市

少

「
五
孝
伝
」

及

「
四
八
目
」
。
然
編
次
有
体
、

次
第
可
尋
。
余
頗
賞
潜
文
、

以
為
三
本
不
問
、

恐
終
致
忘
失
、

一
本
八
巻
に
し
て
序
無
し
。

今
録
統
所
閥
、

井
序
目
等
、

合
為
一
候
十
巻

(
其
の
集
は
先
に
両
本
の
世
に
行
わ
る
る
有
り
。

一
本
六
巻
に
し
て
序

と

「
四
八
回
」

編
比
顛
乱
し
て
、

を
少
く
。
然
し
て
編
次
体
有
り
、

兼
ね
て
復
た
開
少
あ
り
。
斎
統
の
撰
す
る
所
の
八
巻
、

序
目
伝
謀
を
合
す
る
も
、

而
る
に

目
を
井
ぶ
る
も
、

「
五
孝
伝
」

次
第
尋
ぬ
べ
し
。

余
頗
る
潜
文
を
賞
す
、

以
為
ら
く
三
本
同
じ

か
ら
ざ
れ
ば
、

終
に
忘
失
を
致
す
を
恐
る
と
。
今
統
の
開
く
所
を
録
し
、

序
回
等
を
井
せ
て
、

合
し
て
一
帳
十
巻
と
為
す
)
。

八
巻
本
に
は

「
序
」
が
無
い
。
六
巻
本
は

を
併
せ
て
い
る
が
、

「
序
回
」

を
備
え
て
い
る
が

そ
の
配
列
は
入
り
乱
れ
て

不
足
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
方
で
斎
統
本
は

「
序
目
伝
諒
」

「
五
孝
伝
」

ル」

「
四
人
目
」

を
欠
い
て
い
る
。

陽
休
之
は

こ
れ
ら
の
諸
本
を

統
一
し
な
け
れ
ば

い
ず
れ
失
わ
れ
ゆ
く
も
の
が
あ
ろ
う
と
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
彼
は

そ
の
体
裁
上
、

最
も
尊
ぶ
べ
き
蒲
統

本
を
基
と
し
て
、

そ
こ
に

「
玉
孝
伝
」

と

「
四
人
目
」

を
補
い

「
序
目
等
」

も
ま
た
録
し
て
十
巻
本
を
編
纂
す
る
こ
と
に
し
た
。

陶
柴
偽
作
説
小
考
(
宇
賀
神
)
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さ
で
、

こ
こ
げ
い
い

四
人
目

行
本
で
は

賢

と
称
さ

り

部

分

~t 
宋
(J) 

が

語
明

さ
れ
た
偽

る
こ
と

!レ
u

、
=否

iま

「集

」

全

体

に

加

て

。々

五
弄
寸一

も
ま
た

じ
た
よ
。

五

と
は
、

孝

伝

J

卿

大

夫

孝

人
孝

を
指
し

い
吋
〈
U
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こ
れ
ら
の

設
は

立

の

諒

を

じ
た
梁

橋

川

打
ね
‘
刀
ロ

ム
口
↓
寸
ネ
山
中

ど
も
支
持

λω

シ〕

ろ
で
あ
る
。

一
方
で

氏
は
田

の
偽
作

を

つ
向
か
ら

し

議
氏
の

一
行
者
市
川

氏
な
ど
に

さ
れ

て

り

石
川

に
も
同
旨
の

み
ら
れ
る
よ
O

;ま

る
[ITJ 

の
偽
作

い
て

(J) 

究
成

え
て
、

ムて;
」

人
四
庫
提

(J) 

の
意
図

る

と

こ

ろ

も

り
な

の
一
長
当

を

接
註
し
て
い
く
。

そ
の

こ
か
ら

か

一一
d
V
3
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八
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別

著
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一不を

ら

の
襲
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内
こ
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し
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弁
ず
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べ
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れ
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い
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又
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筑
波
中
間
丈
化
論
法

第
三
十
五
日
ワ

一一
O
二ハ

四
頁

更
に
供
篇
有
る
べ
か
ら
ず
口

其
れ
晩
出
の
偽
書
為
る
こ
と
、

己
に
疑
義
無
し
)
。

ご
名
四
八
百
」

と
述
べ
る
の
は

た
と
え
ば

汲
古
閑
本
『
陶
淵
明
集
』
に
お
い
て

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

の
題
下
に

二

名

四

八

目

と
注
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

「
唐
宋
」

よ
り

「
以
来
」
、

「
相
沿
引
用
」

と
述
べ
る
の
は
、

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

を
収
録
し
て
い
た
陶

集

よ
り
広
く
い
え
ば
、

該
作
を
引
用
し
て
い
る
司
馬
貞
『
史
記
索
隠
』
や
王
応
麟
『
玉
海
』
な
ど
も
該
当
す
る
よ
O

さ
て

群
輔

提
要
の
主
張
は
、
議
統
が

「
捜
校
」

を
加
え
て

「
五
孝
伝
」

と

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

を
採
録
し
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば

更
な
る
逸
篇
が
あ
る
は
ず
も
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、

両
作
が
遅
く
に
現
れ
た
偽
書
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
も
の

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
た

「
陶
集
」
提
要
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

然
昭
明
太
子
去
潜
世
近
、

巳
不
見
「
五
孝
伝
」

「
四
八
目
」

不
以
入
集
、

陽
休
之
何
由
続
得

(
然
し
て
昭
明
太
子
は
潜
の
世
を

去
る
こ
と
近
し
、

己
に

「
五
孝
伝
」

と

「
四
八
目
」

を
見
、
ず

以
て
集
に
入
れ
ざ
れ
ば

陽
休
之
は
何
に
由
り
て
続
ぎ
得
た
る

か
)
口

淵
明
か
ら
近
く
に
生
き
た
斎
統
が

「
五
孝
伝
」

と

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

を
目
時
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

陽
休
之
は
何
に
よ
っ
て

採
録
し
得
た
の
か
と
述
べ
て
お
り
、

陽
休
之
は
薪
統
に
比
べ
て
淵
明
と
生
き
た
時
代
が
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

淵
明
の
没
年
は
元
嘉
四
年

(
四
二
七
年
)

で
あ
る
。
薪
統
は
中
興
二
年
(
五

O
一
年
)

生

ま
れ

中
大
通
三
年

(五

三
一
年
)

に
没
し
た
の
に
対
し
、

陽
休
之
は
永
平
二
年

(五

O
九
年
)

生
ま
れ

開
皇
二
年
(
五
八
二
年
)

に
没
し
た
。

こ
の
よ
う
に
淵
明
の
没
年
よ
り
七
十
四
年
後
に
生
ま
れ
た
新
統
に
対
し
、

陽
休
之
の
生
年
は
そ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
僅
か
に
八
年
で
あ



る
。
薪
統
と
陽
休
之
の
没
年
に
つ
い
て
は
五
十
年
近
く
隔
た
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

彼
ら
の
参
照
し
得
た
淘
集
を
考
え
る
上
で
重
要
な

の
は

彼
ら
の
生
き
た
時
代
が
隔
た
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
薪
統
と
楊
休
之
の
生
年
の
俵
近
か
ら

活
氏
は

「
提
要
之

説

出
於
憶
測
、

不
仁
刈土

也

(
提
要
の
説
、

憶
測
よ
り
出
れ
つ
れ
ば
、

信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
ご

と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
四
庫
提
要
の
説
に
つ
い
て
も
、

全
面
的
に
は
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

四
庫
提
要
が
述
べ
る
よ
う
に

そ
の

差
が
八
年
で
あ
れ
、

陽
休
之
よ
り
も
斎
統
の
方
が
淵
明
に
近
く
生
ま
れ
た
事
実
は
揺
る
が
な
い
。

ま
た
た
と
え
ば
、

げ

る

旧

紗

本

陶

集

に

は

「
昭
明
陶
集
序
末
記
云

梁
大
通
丁
未
年
夏
季
六
月
梁
昭
明
太
子
粛
統
撰
。

未
詳
其
所
木
、
橋
川
時
雄
氏
の
挙

則
昭
明
編
淘
、

未

詳
宜

年

月

也

(
昭
明
の
陶
集
序
の
末
記
に
云
う
、

梁

の

大

通

丁

未

年

の

夏

季

六

月

梁

の

昭

明

太

子

薪

統

撰

と

未
だ
其
の
本
づ

く
所
を
詳
ら
か
に
せ
ざ
れ
ば

則
ち
昭
明
の
陶
を
編
む
は
、

未
だ
其
の
年
月
を
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
な
り
ご

と
み
ら
れ
る
よ
口

四
一
〉
ヨ
し

ιhい一

、

」

σ壬
一
日
、

-χ

l土

必
ず
し
も
信
濃
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

今
こ
れ
に
従
え
ば
、
十
粛
統
の
陶
集
編
纂
の
時
期
は
、

『
北
斉
書
』
陽
休
之
伝
に

ま
た
橋
川
氏
は
陽
休
之
が
陶
集
を
編
纂
し
た
で
あ
ろ
う
時
期
に
つ
い
て
、

除

正

尚

書

右

僕

射

宋

庫

「
私
記
」

楊大
イ業、 通
射、元

所年
撰

五

一
七
年
)

と
な
る
。

と
あ
り
、

「
六
年
、

(
六
年
、

尚

書

の

右

僕

射

に

除

正

せ

ら

る

ご

と
あ
る
こ
と
か
ら

武
平

年

(
五
七
五
年
)
前
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
斎
統
と
陽
休
之
の
陶
集
の
編
纂
時
期
と
い
う
見
方
に
限
定
す

れ
ば

五
十
年
近
く
隔
た
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

続
け
て
、
②
「
四
友
差
錯
問
題
」

に
対
応
す
る

「
群
輔
録
」

提
要
の
主
張
を
挙
げ
よ
う
。

且

集
中

「
与
子
倣
等
疏
」

称
子
夏
為
孔
子
四
友
、

而

此

録

四

友

乃

為

顔

回

・

子

貢

・

子

路

・

子

張

(
且
つ
集
中
の

「
与
子
倣
等

疏
」

は
子
夏
を
称
し
て
孔
子
の
四
友
と
為
す
も

而
る
に
此
れ
四
友
を
録
し
て
乃
ち
顔
回
・
子
貢
・
子
路
・
子
張
と
為
す
)
。

陶
集
偽
作
説
小
売
フ
(
宇
賀
神
)

五
頁
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次
い
で

淵
i明
。〉

「
与
子
倣
等
疏
」

を
挙
げ
よ
う
。

子
夏
言
日
、

「
死
生
有
命
、

富
貴
在
天
。
」

四
友
之
人

親
受
音
旨
。

発
斯
談
者
、

将
非
窮
達
不
可
妄
求

寿
夫
、
水
無
外
詰
故
邪

(
子
夏
の
言
に
日
く

「
死
生
に
命
有
り

官
田
且
貝

天
に
在
り
」

と

四
友
の
人

親
し
く
音
旨
を
受
く
。
斯
の
談
を
発
す
る
は
、

将
た
窮
達
は
妄
り
に
求
む
べ
か
ら
ず

寿
夫
は
永
く
外
に
請
う
無
き
故
に
非
ず
や
)
。

子
夏
の
発
言
は

『
論
語
』
顔
淵
篇
に

「
子
夏
目
、

『
商
開
之
矢
口

死
生
有
命

富
貴
在
天
口

君
子
敬
而
無
失
、

。
』
(
子
夏
日
く

商
之
を
聞
く
。

死
生

命
有
り
。
富
貴

天
に
在
り
。

君
子
敬
し
て
失
う
無
し

-
:
。
』
と
ご

と
み
ら
れ
る
。

田
部
井
文
雄
・
上
田
武
氏
は

「
与
子
倣
等
疏
」

。〉

「
四
友
」

に
対
し
て

『
孔
叢
子
』
を
挙
げ
て

「
子
夏
は
入
っ
て
い
な
い
が

こ
で
は
孔
門
の
高
弟
た
ち
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
」

と
注
し
て
い
る
よ
う
に

厳
密
に
孔
子
の
四
友
に
子

夏
を
含
む
も
の
と
は
解
し
て
お
ら
ず

石
川
忠
久
氏
は
明
の
何
孟
春
の
注
に

「
『
孔
叢
子
』
孔
子
四
友

回

目易

師

由

ト
ド
・
ァ
一
一
ヨ
乙

O

」
チ
斗
J
E
5

而
此
云
然
者

特
謂
其
同
列
耳

(
『
孔
叢
子
』

の
孔
子
の
四
友
は

回
・
賜
・
師
・
由
に
し
て

子
夏
に
非
ず
。

而
し
て
此
れ
然
云
う

は
、
特
だ
其
の
同
列
な
る
を
謂
う
の
み
ご

と
あ
る
の
を
指
摘
し
て
、

「
群
輔
録
」

提
要
に
お
け
る

「
与
子
倣
等
疏
」

の
読
み
を
否
定
し

て
い
る
ま

ま
た
哀
行
需
氏
は

「
与
子
僚
等
疏
」

σ〉

「
四
友
」

に
子
夏
を
含
む
も
の
と
捉
え
る
と
し
て
も

至

『
与
子
倣
等
疏
』
称

子
夏
四
友
之
人
、

或
別
有
所
拠

或
記
憶
之
誤

(
『
与
子
僚
等
疏
』

の
子
夏
が
四
友
の
人
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

月IJ

依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か

記
憶
の
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
か
ご

と
述
べ
て

ι
、
淵
明
が
別
の
資
料
に
依
拠
し
て
い
た
可
能
性
、

ロ
ユ
ヘ
コ
い

三一
R
一一一一日

の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

一、
F

一
J

手
j

ナ
/

l

L

孔
子
の
四
友
に
顔
回
・
子
貢
・
子
路
・
子
張
を
挙
げ
る
の
は

『
孔
叢
子
』

ー
ノ
ヰ
J
F

巾

U
1
I
A
μ
 

鄭
玄

『
尚
書
大
伝
』

で
も
同
様
で
あ
る
こ
吉

綱
集
偽
作
説
小
考
(
宇
賀
神
)

七
頁
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の
よ
う
に
臨

統
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陽
休

び〉

、き

代
。〉

を
遠
い
も
の
と
捉
え

い
は
彼
ら
の

期

と

い
う
観

定
程

lま

し
誇
る
も
の
の
、

確

拠
と
は

し

ま

議

の
孔
子
の
盟

に
つ
い
て
も
、

孟
春

の
よ
う
に
解

る
こ
と
も

れ
は

四

の
よ
う

ι

F長

し

ら
解
し
て

作
説
を

る
の
も

理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

「
群
輔

の
③
「
五

晃
古

問
題

つ
い
て
は

ウ
問
書

』
巻

を
踏
ま
え

い
る
も
の
と

次
0) 

べ
て
い

宣
如

所
割

以
従
之

色=

ヨス

=吾

友

於

弟

ん単

保口

L一一一

何
曇

言主

'1;重

孝

辞
む
」

『
世
一
一
回
」
一

平
惟

「友

」
為

人

孝
平
惟

兄
弟
。

レ
じ
ト
ぃ
'

ι日Y
河
汀
〆

諌
篇

将
「
孝
平

住=コ

り

本

よ
り

し
く

く
の
灼
く

る
平:
惟旦

に
し
て
投

。〉

る

と
為
れ

に
話
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。

に
云
w

フ

れ
孝

中
古
撞
す
』

0) 

れ

の
集

を
引

大

プン
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、一、
i
l

ふ
J
L

一U
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と

れ
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を
以
て

レ
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し

孝」
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ゼ

と

し

兄
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」
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ル
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三丘三
日

込立出

な
る

惟

れ

孝

者

は

旬、一

平

に

止ヒ
れ

。〉

法
無
し
)
。

=ミ

政
篇
に

為
政

歪支

柔
ん

♂〉

り
ご

る。

と

主主す

汝
に

に
作
る
の

『
正
日

は
こ
う
し

司

za
旬
、
、
今
、
，

争
仁
川
カ
モ

む

「
孝
平
」

に
基
づ
き
つ

るコ
M
G

以

を

ふ
ん
て
、

又

「五

孝

ヲi

ぬ
間
集
偽
作
説
小
考

(
U
1
2

賀
神
)

¥
ノ
ヨ
乙

d
v
戸
仁
止

に
友
た
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。〉

を
将
て

手L
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さ
ん
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哉

王

告と

と
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湛

や

濡

入

る
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惟
れ

り

弟
に
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と
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関
居
賦

り
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レ
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政
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疋
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目
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と
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催
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口
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う
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口

日
勺
J
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よ
り

出

提

ら
れ
る

体
之
の

土
4
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河
内
H
z
j
j
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3
3
3
3
f
s
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古
文
」

る
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に
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さ
て
、

提

要
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あ
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か
ら
、

安
国
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引

-
E
d
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4
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n
i
l
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忘
義
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四

孔
安

為
之

岳

て

つネ
aM

/
十
》
一
=
一
日
日

る
」

壬ど

を

又

0) 

シ」
自
の

四

岳

。
尤

自
文
『
尚

り
を
論
じ
る

(又
を
見
ざ
る

〕シ」

づ
か
ら
顕

尤
も

;ま

け
て
い
る
の
で

アル
ピ

伝

と

Uヘ
円

け

H
L
u
r

ど
の
手
寸
'
Kド

と
を
主
る
、

ろ
う
む

伝
」

の
引

古
文
『
尚

を
み
て
い

の
作
者
は
別
人
で
あ
る
と

次
の
よ

に
み
ら
れ
る

賢

群

輔
を
挙
げ
る
な
か
で

即
尭
之
西

四

西

向田両

i奇

』
に
見

お
》
つ

由
一
告
と

1m 

諸

に
つ
い
て
は

「孝

れ
孝

るむ

市
し
て

自
岳
の

り
〕
。

器

び〉

も
み
る

協
書
」

べ
て
い

の
J
b
、

レし
友

子

包

い
。
他
方

い
る
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鄭
立
一
五
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分

揚

義

和

の
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、
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・

と
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(
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p
b
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が
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ノ
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O
一
六

頁

孔
子
は
、
家
庭
で
は
父
兄
に
仕
え

外
で
は
公
卿
に
仕
え
、

喪
事
に
も
勉
め
た
。

そ
れ
故
に
孔
子
は

「
孝
平
惟
孝

」
と
称
し
た

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

「
卿
大
夫
孝
伝
賛
」

で
は
、

孔
子
を
称
え
る
伝
に
お
い
て
、

孔
子
の
発
言
と
し
て

『
論
語
』
に
引
か
れ
る

『
尚
書
』

の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば

必
ず
し
も
四
庫
提
要
が
述
べ
る
よ
う
に
『
尚
書
』

そ
れ
自
体
か
ら
の
引
用
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。

石
川
氏
忠
久
が

「
『
尚
書
』
を
直
接
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

『一九一一附詰問』

。〉

『
尚
喜
』
引
用
部
分

を
引
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

以
上
σ〉
ょ
っ

四
庫
提
要
の
偽
作
説
に
お
い
て
、
蒲
統
と
陽
休
之
の
生
き
た
時
代
の
隔
た
り
ゃ
孔
子
の
四
友
の
問
題
な
ど
は
、

1長

拠
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
が
、

全
面
的
に
は
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

だ
カミ

こ
こ
に
み
た
主
張
に
つ
い
て
は

近
年
の
研
究

と
同
様
に
否
定
的
に
捉
え
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

群
mij1 
録

提
要
の
最
後
の
主
張
は
、
④
「
聖
賢
群
補
録
名
実
不
在
問
題
」

で
あ
り
、

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

と
い
う
名
と

そ
こ
で

挙
げ
ら
れ
る
人
物
達
の
軍
離
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
よ
う
。

至
書
以

「
聖
賢
群
輔
」

為
名
、

市
魯
三
桓
・
鄭
七
穆
・
晋
六
卿
・
貌
四
友

以
及
仕
葬
之
唐
林
・
唐
遵
、

叛
晋
之
王
敦
、

;
!
 

"
が
志
ノ

笥
一
稿
、

ノ
F
l
'
rち
司
什

名
実
相
在
理
軍
風
教

亦
決
非
潜
之
所
為

(
童
日
の

「
聖
賢
群
輔
」

を
以
て
名
と
為
す
に
至
り
て
は

而
し
て
魯
三
桓
・
鄭
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及
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承
す
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し
此
こ
に

の
難
き

よ
く
す
る
も
、

群
輔

九
ω

。

心
術

m

ふ
削
ナ

悪
開
於

蓋
尽

所
以
揮

'1既

く
。
漢
に
田

る

、
姓
名

ろ
に
お
い
て

に
~
伝
え
る

王
葬
に

「
若
林
」

占

じ

イ〉

で
つ
し

と
い
う

と
、
本
文

を

ー

}

む

し
F品

し

0) 

尾
に
附

る
政
文

。
漢
称
出

凡

出

喜子

人
と
田
横
の

立〉

ち

所
以

揮
し
て

人
と

な
ど
長

る
)
」
が
引

さ
れ
て
い
る
。

ヲi
用

し

い
る
こ
と
か
ら

も
挙
げ
る

に
及
ぶ
ま
で

び〉

四
指
捕

入

の
載
す
る

千:、ノ
l
k

叫
に

σ
/ノ

'!既

人
は

以

る
に
し
て
も
、

田
山
は
、

と

述
べ
る

長話

イゴ:

る
よ
う
に

ら

る。

思
模
開
客
、

と
故
老
の

害F

己

を
能
わ
ざ
る

で

る
と
述
べσ〉唐

尊
が

彼
ら

八
る

品
科
・
唐
遵
、

点
Uるて

い
る
。

人
と
し
て

実

も

集

史

主主び
に
其

り
)
。

己

R
J
 

1
1ノ

も
の
とげ

疑
問
と
し
て
残
る
。

の

頁



筑
技
中
出
文
色
論
議

古
川
に

し1

r]* 

G 

ι
 

氏
は
次
の

う
に
述
べ
て
い
る
。

本

名

群
車道

田
八
百

陽
休
之

未

:
 

存一

西
八
百
」
、

戦
録
」

之

ZJ} 

一
f
ム
=
二
四

一
平
壮
一
一
一
配
」

!自
本

「
盟
八
呈

「

mE

ギ
干
市
川

和
相
+
虫
1

土

木

以

だ

輔
録

る
者
有
ら

搾
之
の

名
は

四
八
巴
」
、

と
称
す
る
も
、

る

議

げ

干l、

ァ
:
:
・
吋
四
八
ヨ

も

亦

'1佐

「
前
五
官
(

の
名
無
し

所
の
IF-l 

之
が

る

ら

だ

孝

え
ら

る

も
つ

に
盟
人
有
り

り

宋
初
の

の

ジコ

て

を

る

ぐ
る
の
み

を

ゲ〕

西
八
百
」

「
四
八
回
」

と
称
し
て
い
る
ほ
か
、

後
し一一

「
室
田
嶋
市

ー
ハ
日
寸

L
一

手
小
ニ
同
一
口
」

自
八

E

称
し
て
い

輔
録
」

名」

で

る
と
述
べ
て
い

は
後
出
の
も
の
と
し
て

と
い
w

フ

四
人
呂
」

休

玉

淵

明

円
弱
説
明

と
い
う
名
に

い
て
も
、

る

『
築

に
は
み
ら

、
品
、
百
二

vho

J
/
V
l
v
 

久
似
し
乙

陽
休

生ニコ

張

沢
集
』

し
て

対
肉
付

バ
リ
ヴ
，

夫

人
孝

の
五
つ
在

五

と
路
称
し

孝

い
る
も
の
と

つ

円
ノ
ヲ
し

νよ

8
才
{
Y

宜
的
に

も

(;1) 

さ
れ
た
も
の

i場
{木

の
い
わ
ゆ
る

四
八
苦
」

も

も
、
賠
代
に

「
屈
八
目

jp 

り

=之官

侯

世

。コ

宥

巨

人

さ
れ
て
い

)
と
は

い
て

シ〕

に
昨
さ

=召

次
び〉

に
み
ら
れ
る

〕
十
品
、



人

E
階生
と
田
い

司

点
の

ま
た
こ
れ

名、諌字
は

十

五J寵以
上
を

日
」
半
口

打
H
V」
川

町

H

7
¥
ーし

て
〆
『
J
S

り

菌

公
角

と
陶

θ〉賢
群
輔

¥入ノ，
w

少の
入
。
人
な
り
。

長IJ
メL
14 で

あ
る

え
て

集

隣
接
偽
作
説
小
紫
J

(

字
削
只
神

題
公

作
夏

と
日
う
」

西
入
居

拠
り
て
北
の

て

いい

L
、
1
j
h
r

、

F
r
i
A
M
V
g
L
i
 

の
次
の
条
を

名
乗

人

中
に
居
る

し
て

い
る

言]

と
み
ら

る
よ
う
に

本
書

車市
長景

裏

角

先
生

ロ=弓

羅
氏

シ」倣
す
こ
と fピ

ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

入、、、

λvh

，J
人一

'
U
よ
川
付

、
陳
留土問

先
北
東

可L

合ご

め

、

夏

黄

上
貝
『

と

名
に
立
ち

人

居

。
按
ず
る

中

陳
留
志
』

及一
M
回
士
一
叫

iま

「持

る。

会ミ

「
四
八
回

|蓋i

陳
留
志
』

住ロ
し白山」

に
克
ゆ
)
角

生
)

と

と
間
接
で
あ
り
、

。〉

前文
σ〉

に
未
収
で

在

三主
Eヨ

麿
代
に

ゆ
]
絹

本
書
は

あ
る
。伝

の
斐

一
行
同
叫

t

‘、、

一

打

U
U
L
-
-
ノ

は

。〉ス
士
一
北
ザ

J

主
月
ι

非
主
ヰ コス

eyし
ふれ
y

を
用
い
て
い

王
劫
の

自

上

日
角

レ
し
叫

rM

4
比
一
言
"

(
田
入
ほ

司
氏

v

」レ/」

7) 

夏

黄

女生、

は

在

名

向
日
中
に
つ
い

に
お
い
て

と
も
異

雑
伝

練
留
士
山

吉]

嘉
一
の

る

か
り
み
ら

て
称
さ
れ
て
い

31. 



坑
波
hr
到
丈
化
論
鞍

:
i
l
i
i
:一
!

:

一

第
一
二
十
正
号

。

一
六
γ
見

可
能
性
も
あ
る
。

j奄

来(主

体
詩

σ〉

「
孫
廷
尉

[
雑
述
]
締
」

T

」

斗

品

四
時
を
挙
げ
て

「
領
略
帰
一
致
、

南

山
有
志奇

陪

(
領
略
帰

し
て
致
を
一
に
し
、
南
山
に
締
結
有
り
)
」

(
第
十
五
・
十
六
句
)

と
あ
り

文
選
紗
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
三
O

名
庚
。
」

3三五
、
周
南
山
也
。
椅
李
季
・
国
公
・
夏
里
黄
公
・
角
里
先
生
、

「
夏
黄
公
、
姓
星
名
廊
。
」
其
絵
未
詳
。

日
疋
謂
四
階
。
『
陳
留
志
』

ヱミ

「
園
公
、

姓
園

紗
回
、

古、
民又 -
5"t・0
"~、

白、南
」山

以
其
元
老
、

故
為
四
階
。
言
略
省
岡
田
市
一
致
、

故
南
山
有
締

陪
之
人

(
紗
に
日
く

南

111 
は

周
南
山
な
り
。
絹
十
字
季
・
園
公
・
夏
里
黄
公
・
角
里
先
生
、

日
疋
れ
を
四
時
と
謂
う
。

『
陳
留
志
』
に
云
う

「
園
公

姓
は
園
名
は
庚
」

と

「
古
賢
集
目
」

に
云
v

つ

「
夏
黄
公
、

姓
は
雀
名
は
廊
」

と

其
の
齢

は
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
其
の
元
老
を
以
て
す

故
に
四
陪
と
為
す
。

言
う
こ
こ
ろ
は
略
省
し
て
帰
を
同
じ
く
し
て
致
を
一
に
す
、

故
に
南
山
に
締
結
の
人
有
り
)
。

文
選
紗
は

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

や
司
馬
貞
と
同
じ
よ
う
に
『
陳
留
志
』
を
挙
げ
て
お
り
、

一
方
で

「
古
賢
集
目
」

lま

「
惰
志
」

未

収
で
、
森
野
繁
夫
氏
は

「
い
か
な
る
書
か
未
詳
」

と
指
摘
し
て
い
る
;
-

-

や

¥-A

、

主
人
予
刀

「
十
日
賢
集
目
」

「
姓
雀
名
廓
」
と
み
ら
れ
る
の
と
一
致
し
て
い
る
ご
∞
O

の
引
用
文
で
あ
る

「
夏
黄
公
、

姓

窪

名
廊
」

lま

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

の
本
文
に

「
夏
黄
公
」

と
あ
り
、

そ
の
注
に

こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と

四
時
に
関
し
て
先
ず
以
っ
て
重
ん
ず
べ
き
資
料
は

共
通
し
て

『
陳
留
士
山
』
や
『
雀
氏
譜
』
な
ど
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て

司
馬
貞
『
索
隠
』
に
お
い
て

そ
う
し
た
資
料
と
併
せ
て

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

も
重
視
さ
れ
、

ま
た
そ

れ
と
記
述
が
一
致
す
る

「
士
口
賢
集
目
」

十
品
、

「
四
人
目
」

な
い
し

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
え
る
.
3
0

章

学

誠

l土

「
蓋
古
人
称
名
撲
、

而
後
人
入
於
華
也

(
蓋
し
古
人
の
名
を
称
す
る
や
撲
に
し
て

市
る
に
後
人
は
華
に
入
る
る
な
り
ご

と
述
べ

て
お
り
、

書
名
は
後
世
に
至
る
に
つ
れ
て
華
美
に
な
る
傾
」
問
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
を
踏
ま
え
れ
ば
、

そ
れ
に
類
す
る
事
例
と
し
て
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筑
波
中
国
文
化
論
結
第
一
一
一
十
h
号

二
O
一
六

八
一
良

其
集

先
有
両、
木、

一
本
六
巻
、
排
比
顛
乱
、

兼
復
関
少
。
粛
統
所
撰
八
巻

又
少

「
五
孝
伝
」

及

「
四
八
回
」
。

(
「
聖
賢
群
輔
録
」

提
要
)

陽
休
之
の
述
べ
る

両
本

は
、
斎
統
本
以
前
の
八
巻
本
と
六
巻
本
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

群

輔

録

提
要
の

両

本

は、

六
巻
本
と
薪
統
本
で
あ
る
。

な
お
、

四
庫
全
書
本
『
陶
淵
明
集
』

の
底
本
に
つ
い
て
は
、
拙
訳
の

「
陶
集
」

提
要
に
お
い
て
、

そ
の
体

裁

及
び
文
字
の
異
同
な
ど
か
ら
李
公
燃
本
系
統
の
休
陽
程
氏
本
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
J

一O

そ
の
巻
末
に
附
さ
れ
る
陽
氏

「~子

録
」
も
ま
た

群

輔

録

提
要
に
お
け
る
陽
氏

「
序
録
」

の
よ
う
に
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
ま
た

「
陶
集
」

提
要
に
お
け
る
陽

氏

「
序
録
」

は
、
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

撰、
北

亦斉

八 i湯
巻休
之

序
録

潜
集
行
世
凡
三
本

一
本
八
巻
無
序
。

一
本
六
巻
有
序
目

而
編
比
顛
乱
、

兼
復
関
少
。

一
本
為
斎
統
所

而
少

「
五
孝
伝
」

及

「
四
八
目
」

(
北
斉
の
湯
休
之
の
序
録
に
、
潜
の
集
の
世
に
行
わ
る
る
も
の
凡
そ
三
本
、

本
は
八
巻
に
し
て
序
無
し
。

一
本
は
六
巻
に
し
て
序
目
有
る
も
、

編
比
顛
乱
し
て
、

兼
ね
て
復
た
闘
少
す
。

一
本
は
薪
統
の
撰
す

る
所
と
為
る

亦
た
八
巻
に
し
て

「
五
孝
伝
」

及。f
「
四
八
目
」

を
少
く
、

と
)
。

(
「
陶
淵
明
集
」

提
要
)

lf;~ 
!jf市
ノハ司a
;['，1< 

提
要
と
も
異
な
っ
て
八
巻
本
を
挙
げ
て
い
る
が
、

湯
氏

「
序
録
」

。〉

「
先
」
字
を
排
し
て

「
凡
」
字
を
噌
し
、

両

本

を

「
一
ニ
本
」

に
改
め
て

八
巻
本
・
六
巻
本
と
斎
統
本
を
並
列
的
に
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
異
同
に
つ
い
て
も
拙
訳
に
お
い
て

提

-
3
ご

f
、A

司
3
4
H
M

『
岡
本
』
を
『
三
本
』
に
改
め
た
の
は
、
十
粛
統
本
を
数
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」

と
一
任
し
た
が
、

い
ま
明
ら
か
に
す
べ
き
は

四

庫
提
要
が
敢
え
て
変
更
し
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
だ
ろ
う

.5

四
庫
提
要
の
陽
氏

「
序
録
」

の
引
用
の
あ
り
方
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
結
統
本
が
、
薪
統
本
に
先
行
す
る
八
巻
本
や
六
巻
本
と
、



あ
た
か
も
同
時
代
に
通
行
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
が

群
輔
録

提
要
の

「
是
『
五
孝
伝
』

及
『
四
八
目
』
実
休
之
所
増
、
十
粛
統
旧
本
無
是
也
。

其
為
晩
出
偽
書
」

と
い
う
主
張
や

「
陶
集
」

提
要
の

「
然
昭
明
太
子
去

潜
世
近
、

己
不
見
『
玉
孝
伝
』
『
四
八
回
』

不
以
入
集
、

陽
休
之
何
由
続
得
」

と
い
っ
た
主
張
を
補
強
し
て
い
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば

四
庫
提
要
に
お
け
る
陽
氏

「
序
録
」

の
文
字
の
異
同
は
、

偽
作
説
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
、

意
図
的
な
改
作
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

孔
子
の
四
友
の
相
違
に
お
い
て

「
此
録
四
友
」

と
述
べ
て
い
た
の
も

「
『
集
聖
賢
群
輔
録
』

は
四
友
を
録
し
て
」

と
解
さ
れ
る
が

そ

「
ノ
コ
モ
、

刀
υ
叶
ヰ
プ

『
孔
叢
子
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り

「
陶
集
」

提
要
に
お
い
て

「
且
『
玉
孝
伝
』
及
『
四
八
目
』
所
引
『
尚
書
』
自
相
矛
盾

決
不
出
於
一
手
」

と
述
べ
て
い
る
の
も

『
尚
書
』
と

そ
の
実
、

「
『
論
語
』

。〕

『
尚
書
』
引
用
部
分
」

す
な
わ
ち

『
論
一
語
』

で
あ
る
。

四
庫
提
要
の
陶
集
に
関
わ
る
偽
作
説

厳
密
に
い
え
ば
乾
隆
帝
に

「
指
示
」

さ
れ
、
立
て
ら
れ
た
偽
作
説
は

陽

氏

「
序
録
」

アζ 

I~，き

微
に
改
め

事
実
と
異
な
る
よ
う
な
示
し
方
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
論
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

も
と

よ
り
四
庫
館
臣
か
ら
し
て
み
て
も
、
十
粛
統
と
陽
休
之
の
生
き
た
時
代
が
接
近
し
て
い
る
こ
と
や
、

孔
子
の
四
友
の
相
違

『
尚
書
』

σ〉

テ
キ
ス
ト
の
相
違
を
根
拠
と
す
る
に
無
理
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

当
然
な
が
ら
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

J

こや川円、

J
7
j
J
Jハ

そ
れ
で
も
四
庫
館

主
ら
は

偽
作
説
を
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
し
て

活
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

及
乾
隆
帝
見

「
四
八
目
」
中
多
載
魯
三
桓
・
晋
六
卿
・
司
馬
愁
・
王
敦
之
流
、

悪
其
有
不
臣
之
心
、

故
深
所
不
喜
。

所
謂

「名

実
梱
丘
、

理
布
風
教
」

即
乾
経
帝
之
隠
私
也
。

諸
臣
迎
合
其
意
、

遂
羅
織
周
内
以
成
其
獄
。

当
時
諸
臣
処
清
帝
淫
威
之
下
、

白

有

其
不
得
己
之
苦
衷

独
怪
二
百
年
来

号
称
博
学
方
開
之
士

随

戸

附
和

寛
不
之
察

使
淵
明
著
作
、
横
道
剥
削

亦
可
哀
失

(
乾
隆
荷
は

「
四
八
目
」

の
中
に
多
く
魯
三
桓
・
晋
六
卿
・
司
馬
誌
・
王
敦
の
流
れ
を
載
す
る
を
見
る
に
及
ん
で
、

其
の
不
臣
の

心
有
る
を
悪
む

故
に
深
く
喜
ば
ざ
る
所
な
り
。

所
謂
る

「
名
実

相
い
在
り
て
、

理

風
教
に
事
く
」

と
は

即
ち
乾
隆
帝
の
隠

陶
集
偽
作
説
小
考
(
宇
賀
神

一
九
頁
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J

諸
臣

其
の
意
に
迎
合
す

遂
に
羅
織
周
内
し
て
以
て
其
の
獄
と
成
ら
ん
。

当
時
の
諸
臣
は
清
帝
の
淫
威
の
下
に
処
れ

ば
、
自
ら
其
の
巳
む
を
得
、
ざ
る
の
苦
衷
有
り

に
之
を
察
せ
ず
し
て
、

独
径
二
百
年
来
、

淵
明
の
著
作
を
し
て
、
横
遭
剥
削
せ
し
む
れ
ば
、
号
し
て
博
学
方
聞
の
士
と
称
せ
ら
る
る
も
、

随
声
附
和
す

ユ主二

F己

亦
た
哀
し
む
べ
し
)
。

乾
隆
帝
が
魯
三
桓
・
晋
六
卿
な
ど
の
悪
臣
を
嫌
悪
し
て
い
た
こ
と
、

四
庫
館
臣
ら
は
、

そ
う
し
た
乾
隆
帝
に
屈
服
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
し
て

清
朝
に
敷
か
れ
た
厳
し
い
言
論
統
制
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
、

本
稿
が
四
庫
提
要
の
陶
集
に
関
す
る
偽
作
説
に
対
し
て
、

否
定
の
立
場
を
と
る
所
以
で
あ
る
。

最
後
に
、

こ
う
し
た
観
点
か

ら
浮
か
び
上
が
る
陶
集
の
成
立
の
有
り
様
を
捉
え
直
し
て

稿
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

五郭
紹
虞
氏
は
、

梁
啓
超
氏
や
橋
川
時
雄
氏
の
見
解
を
集
成
し
つ
つ
三
、

梁
代
以
前
の
通
行
本
と
し
て
、

宋
代
以
前
の
陶
淵
明
の
別
集
を
五
種
に
定
め
た
よ
き

一
入
ょ
っ

4
7
J
J
」イ

ち

六
巻
本
と
八
巻
木
、
宋
代
以
前
の
も
の
と
し
て
は
、
十
粛
統
八
巻
本
、

陽
休
之
十
巻
本
、
南
唐
本
で

ーノ、ノ
0

・

3
と

そ
の
う
ち
、
南
唐
本
を
除
い
た
四
種
は

陽
氏

「
序
録
」

に
み
ら
れ
る

.5

ま
た

「
惰
士
山
」

集
部
・
別
集
類
に

「
宋
徴
士
陶
潜
集
九
巻
」

と
あ
り

そ
こ
に
注
さ
れ
た
梁
代
の
書
誌
情
報
に

「
梁
五
巻
、

司求
ハ
部
が

巻

と
み
ら
れ
る
。

梁
氏
は
、
前
者
の
九
巻
本
は
、

陽
休
之
の
編
纂
し
た
十
巻
本
の
録
一
巻
を
欠
い
た
も
の
と
す
る
。

後
者
に
つ
い
て

土
、

陽
休
之
の
参
照
し
た
六
巻
本
と
同
様
の
も
の
と
指
摘
し
て
お
り
三
、

ま
た
斎
統
本
を
論
じ
る
な
か
で
は

「
似
昭
明
将
泊
五
巻
鐙
為

」
¥
ム
て

一
ノ
当
全

(
昭
明

旧
五
巻
を
将
て
萱
め
て
六
巻
と
為
す
に
似
た
り
ご

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
薪
統
の
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
が

i目

玉
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梁
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

陽
休
之
所
謂

「
八
巻
無
序
」
者
也
。

此
本
殆
於
玉
巻
外
加
入

「
五
孝
伝
」

一
巻

「
四
八
回
」

上
下
二
巻

共
為
八
巻
。

故
休
之

拠
此
而
言
五
巻
本
之

「
閥
少
」

也

(
楊
休
之
の
所
謂
る

「
八
巻
に
し
て
序
無
」

き
者
な
り
。

此
の
本
は
殆
ど
五
巻
の
外
に

五
# 
J 

一一五一

a
d
n
1

，a
』
」

一
巻
、

「
四
八
回
」

上
下

一
巻
を
加
入
し
て

共
に
八
巻
と
為
す
。

故
に
休
之
は
此
れ
に
拠
り
て
五
巻
本
の

「
闘
少
」

を
言

う
な
り
)
。

(
「
旧
八
巻
本
」
)

陽
氏

「
序
録
」

の
八
巻
木
は
、

集
五
巻
」

「
五
孝
伝
」

シ」

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

の
三
巻
を
加
え
た
も
の
と
し
て

六
巻
本
と
殆

ど
同
様
の
体
裁
を
取
り

六
巻
本
σ〉

「
闘
少
」

に
当
た
る
の
が

「
五
孝
伝
」

と

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
梁
氏
は

同
作
に
つ
い
て

「
十
七
百
1

引
い
¥
つ
札
へ

一
バ

μ
-
Hド
ユ
以
下
イ
7
J
ふ
じ

非
淵
明
イ/1=

四
庫
提
要
弁
之
甚
明

(此

の
両
部
分
は
決
し
て
淵
明
の
作
に
非
ず

四
庫
提
要

之
を
弁

ず
る
こ
と
甚
だ
明
ら
か
な
り
ご

と
述
べ
て

四
庫
提
要
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

橋
川
氏
も
ま
た

「
陶
公
以
成
書

久
輯
於
淘
集
者

有
『
五
孝
伝
』

『
聖
賢
群
輔
録
』

呈主
Eヨ

(
陶
公
に
偽
仮
し
て
以
て
書
を
成
し

久
し
く
陶
集
に
輯
せ
ら
る
る
者

==u 

玉
孝
伝
』

『
聖
賢
群
輔
録
』

の
二
書
有
り
ご

と
述
べ
て

四
庫
提
要
の
偽
作
説
を
引
用
し
f
」
、
、
ス
U

J日
o

v
p
u
v
v，〆

僑
川
氏
が
両
作
を
偽
作
と
捉
え
て
い

る
点
は
梁
氏
と
同
様
で
あ
る
が

八
巻
本
の
構
成
に
つ
い
て
は
異
な
っ
て
い
る
。

次
に

李
げ
よ
う
。

拠
陽
休
之
序
而
言

陽
氏
改
編
以
前

陶
集
有
三
本

主
二
即
八
巻
本

別
有
蒲
統
八
巻
本
、

集
七
巻
・
録
一
巻
、

問
問
序
一
五
、

jヨ:

集
先
有

向
木
行

干

え世
ば。

一
三
ー
¥
と
土
任
こ
子
口
一

一↓
4
1
/

封モ
4
六
」
1
f

」

按
玩
其
文

此
木
亦
必
当
梁
以
前
之
物

凡
八
巻
者
也

(
陽
休
之
序
に
拠
り
て
言

陽
氏
の
編
を
改
む
る
以
前

陶
集
に
三
木
有
り

其
の
一
は
即
ち
八
巻
本
な
り

別
に
薪
統
八
巻
本
有
り

陽
序
に
云
う
、
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る
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五

色

巻

八
自
』

い
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い
る
の

れ

ば

と
で

都

と
な
る
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と

目、車m
録

兼

さ

れ

言L

日一円

ら

か

で

あ

る

を

い
て
は
有
る
の
か

楠
川
川
氏
と

し

の
通
つ

ま工

あ
り
、

目

と
の
対

ぺ
て

1
l
u
v
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る
も
の
と
も

w

勺
ノ
こ
信
U

r
i
p
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と
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可
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賢
群

に
当
た
る
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つ
い
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よ

五

八

巻
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四
八
回

う
る
に

日1]
ち
此
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四

ゐ寸

て
い

か
っ

し
て
い
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昭
八
目
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八
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」
り

四
八
百

場
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知
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の
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の
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れ
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、

照
し
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ふ
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一
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め
に
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お

し

附
川
集
以
間
作
説
小
考
(
川
十
銭
衿
〉

拠
以

此
の

を
支

四
八
昌

べ
て
い
る
む
「五

伝
非

と

賢

f呆

収
設
点
れ
て
い
る
こ
と
に
拘
っ
て
い

色=

甚

考

之
十

♂

γ
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t
 
mu 
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自
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川
ド

日
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よ
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陶
氏
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い
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有
り

市
る
に
昭
明
八な
る

す

る

無
か
れ

陽
休

八

巻

本

に

収

け

て

れソ

収
録
し
な
か
っ
た
と

さ
れ

べ
き
で
あ
る ーま

陶え
て
い

し
か
し
斎

は
実
に

さ提

五

の
で

'E 
ーナ

る

伝」

と

べ
て
い
る
。

と

ろ
う
J
G

ザ

ミ

一

¥
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参

本
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よ
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捉
え
る
の
は

本
当
に
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
口

そ
も
そ
も
薪
統
と
陽
休
之
の
生
年
差
は
僅
か
に
八
年
で
あ
り

八
巻
本
は
六
巻
本
と

併
せ
て
揚
氏

「
序
録
」

「
岡
本
行
干
世
」

と
あ
る
よ
う
に

当
世
に
流
布
し
て
い
た
通
行
本
に
過
ぎ
な
い
。

一
方
で
着
統
は

陶
集

序
文
に

「
余
愛
唱
其
文

故
加
捜
校
、

粗
為
区
目

(
余
愛
し
て
其
の
文
を
唱
す
、

故
に
捜
校
を
加
え
て

粗
に
区
目

を
為
す
ご

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

淵
明
詩
文
を
探
し
、

校
訂
を
加
え
て
も
い
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、

六
巻
本
の
み
で
は
斎
統
が
八
巻
本
を
編
纂
す
る
に
は
不
足
し
て
い
る
。

鑑

三ふ
日間

そ
う
し
た
不
足
分
に
つ
い
て
は

六
巻
本
を
分
け
て
編
纂
し
た
と
も

十
粛
統
の
居
た
東
宮
三
万
巻
以
上
の
蔵
書
か
ら
補
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

だ
が
、
斎

統
の
そ
う
し
た
膨
大
な
蔵
書
量
も
念
頭
に
据
え

梁
代
以
前
に
八
巻
本
が
あ
る
以
上

ま
ず
考
慮
す
べ
き
は
八
巻
本
で
あ
る
。

ま
た
八

巻
本
の
構
成
は

rv 

「
集
六
巻
・
『
五
孝
伝
』

一
巻
・
『
四
八
目
』

巻

の
よ
う
に
も
想
定
し
得
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

集
五
巻

録
一
巻
」

の
六
巻
本
よ
り
も

一
巻
分
の
余
剰
が
生
じ
る
口

ま
た

V

「
集
八
巻
」

の
よ
う
に
も
想
定
し
得
る
も
の
で
あ
り

必
ず
し
も

「
玉
孝
伝
」

レ乙

「
集
聖
賢
群
輔
録
」
が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
は
断
じ
得
ず

そ
う
で
あ
れ
ば

「
五
孝
伝
」

ル」

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

σ〉
し¥

れ
か
は

六
巻
本
に
収
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。

以
上
に
み
た
粛
統
と
陽
休
之
の
発
言

彼
ら
の
生
き
た
時
代
、

八
巻
本
の
構
成
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
粛
統
は

「
集
五
巻
」

の
六
巻

木
の
み
な
ら
ず
、

八
巻
本
も
ま
た
参
照
し
な
が
ら
作
品
を
厳
選
し
、

そ
の
上
で

「
集
七
巻
・
録
一
巻
」

の
斎
統
木
が
編
纂
さ
れ
た
も
の

と
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

そ
し
て

こ
う
し
た
想
定
の
余
地
を
排
し
た
の
が

四
庫
提
要
の
陶
集
に
関
わ
る
偽
作
説
で
あ
る
だ
ろ
う
。

四
庫
提
要
の
偽
作
説
否

定
の
立
場
か
ら
浮
か
び
上
が
る
陶
集
成
立
の
捉
え
方
は

以
上
の
ご
と
き
で
あ
る
。
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ご
底
本
に
は
汲
古
閑
本
『
陶
制
明
集
』
(
中
華
再
造
善
本

二
O
O
一一一年)

を
用
い
た
。

陽
休
之

「
陶
潜
集
序
録
」
、
宋
昨
「
私
記
」

忠
悦
「
書
靖
節
先
生
集

後
」
な
ど
の
引
用
に
当
た
っ
て
も
該
書
に
拠
る
。

な
お

「
五
孝
伝
」

と

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

を
採
録
し
て
い
る
の
は
、

汲
古
問
木
、

蘇
写
本
『
陶
淵
明

集
巴=コ

当E
F千

本

二

O
O
O
年
)
、

本
γ

公
刷
版
本
『
筆
注
陶
淵
明
集
』
(
四
部
叢
刊
本
)
、

陶
樹
『
靖
節
先
生
集
』
(
四
部
備
要
本
)

な
ど
、

近
年
で
は

哀
行
常
『
陶
制
明
集
筆
一
任
』
(
中
華
主
百
周

二
O
O
一
二
年

楊
一
男
『
陶
淵
明
集
校
筆
』
(
上
海
古
籍
出
版
社

二

O
O
七

年

な
ど
で
あ
る
。

ぷ
宋
席
「
私
記
」

v
」

斗

4

「
『
五
孝
伝
』
巳
下
主
『
四
八
回
』

子
注
詳
密
、

広
於
他
集
。
惟
篇
後
『
八
儒
』
『
三
塁
』

一一久木、

此
似
後
人
妄
加
、

非
陶
公
本
意

(
『
五
孝
伝
』
よ
り
巳
下
『
四
八
回
』
に
至
る
ま
で

子
一
任
詳
密
に
し
て
、

他
集
に
広
し
。
惟
だ
篇
後
の
『
八
儒
』
『
三
塁
』
の
二
条
の
み
、

此
れ
後
人
の

妄
加
す
る
に
似
た
り

陶
公
の
本
意
に
非
ず

と
述
べ
ら
れ
て
お
り

宋
序
が

「
集
聖
賢
群
輔
録
」

に
部
分
的
に
偽
作
が
混
じ
っ
て
い
る
と
す
る
の
は
、

本
作
政
文
に

「
勾
、
1
1
、、長け

一
r
t
u
一日

一
壬
'
t
fノ
ト
佐
川

史

並

失

其

名

な
ど
と
あ
り
つ
つ
も

こ
の
後
に

「
八
儒

「
三
塁
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。

ょ
『
凹
庫
八
千
一
書
総
目
提
要
』
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、

市
江
本
の
影
印
で
あ
る
『
四
庫
全
世
一
日
総
目
提
要
』
(
中
華
書
局
、

一
1
u

」
¥

一
j
3

ノ
~
フJ//
て

斗

井

t

を
用
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た
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よ
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重
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b
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ι
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ヤ
コ
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ト
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一
良

を
参
照
。

ま
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し
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陶
淵
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出
版
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二
凹
真
に
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収
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本
稿
で
は
後
者
を
用
い
た

を
参
照
。

よ

司

馬

貞

『
史
記
宗
隠
』

の
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

王
応
麟
は

『
玉
海
』
栄
」

O 

tlilJ 

「
三
公
宰
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に
お
い
て

l淘
出1
IJ月

『
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す
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王
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一
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J
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灯

M
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仲

起

為

海

陸

防
侯
為
江
海

見
『
論
詰
摘
納
象
』
」

と
引
用
し
て
い
る
。

よ
楠
川
時
雄
氏

『
陶
集
版
本
源
流
政
』

(
文
字
同
盟
社

一
年
、
第
三
巻
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に
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書
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る
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